
ユーザーコメント

取材前夜に出産したウシの親子の様子を注意深く観察しています

東海国⽴⼤学機構統括技術センター

ウシも好きなエサには食い付きがよい

��先⽣は現在、ウシの�受��
�技�や⽣�メカニズムの��に
�り�んでいます。�受�や��
間�の��は、����の��に
��する重�な�題であり、��
業界�体で�⽬されている問題で
す。先⽣によれば、�受�に��
する����や胚の⽣�性といっ
た仕�みを��するためには、標
�的な状�のウシを��的に�保
することが不可�であるとのこと
です。 

名古屋⼤学農学部
    ���准教授

ユーザー紹介

松⼭秀⼀松⼭秀⼀

仔ウシの立ち上がり
が遅い気がします…

夕方頃まで様子を
見てみましょう

このサイレージ
（餌）は好きな
味みたいですね

⼭﨑�絹世�技師  吉村�⽂孝�技師

母ウシが世話をしなかったため技術職員が代わりに世話をした
仔ウシはすっかり人馴れし近づくと寄ってきてしまいます
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ウシの飼育について話す松山先生（左）と吉村技師（中央）と山﨑技師（右）

日本の在来種”シバヤギ”はウシのモデル動物

私たちの研究では、正常な状態のウシ個体に対して⾏
われた処置や投薬がその個体にもたらす変化のデータ
を取得しています。これには、まず病気や栄養不⾜で
はない、健康で正常な発育をしている「スタンダード
な状態」の動物がいるベース環境が維持されているこ
とが必要不可⽋です。
⼤学の農場では多くの場合、ごく限られた⼈員で動物
の飼育管理が⾏なわれており、東郷フィールドにおい
ては、ウシ約35頭・シバヤギ約90頭の飼育管理を担っ
ているのは吉村�⽂孝�技師・⼭﨑�絹世�技師の2名です。
「スタンダードなものを年中無休で安定供給する」と
いうのは容易なことではなく、動物であれば体調不良
になる個体もあれば、⺟ウシに世話をされない個体な
ど個体ごとに様々なイレギュラーが発⽣します。そう
いった変則的な物事に対応しつつ研究のためのベース
環境を整えて、

実験にも協⼒
してくださる
技術職員に
は、⼤変感謝
しています。


